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インフォシスが若い技術者を惹きつける理由
成長を続けるインドITの成功者

インフォシス創設者のN.R.ナラヤナ・ムルティ氏（写真：ロイター/アフロ）

インフォシス（Infosys）は、世界最大のソフトウエア企業のひとつだ。インドに
対する世界からの見方を変えた企業のひとつでもある。優れたソフトウエア技術者と
意欲的な起業家がそろった一目置かれる巨大企業と見なされており、インドの情報技
術における栄光のシンボルだ。ナスダックへの上場や、自社従業員へのストックオプ
ションの提供など、多くの点で「インド初」を達成した企業でもある。

一代で巨大企業へと成長した

インフォシスは1981年に起業した。創業者であるN.R.ナラヤナ・ムルティ氏と6
人のソフトウエア技術者たちがアパートの部屋に座って、「どうすればソフトウエア
コードを書く会社を作れるか」を議論。ムルティ氏は、妻のスーダさんから250ドル
を借り、ガレージで起業した。
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そんなインフォシスの2014年度の株式時価総額は310.11億ドルで、インドの株式
上場企業として5番目の大きさを誇る。従業員は17万3000人超で、80を超える国で
事業展開する巨大企業だ。

インフォシスの本社は、インド南部のバンガロール市内にある。バンガロールは、
100社を超える国内外の企業が集中することから「インドのシリコンバレー」と呼ば
れるところ。メインとなるソフトウエア開発センターは、バンガロール市内のエレク
トロニクスシティと呼ばれるエリアにある。

インドでは、1991年の一連の経済改革を受けて、コンピュータとソフトウエアの
市場は、輸出・輸入ともに開放された。その際、ソフトウエアの輸出には課税されな
かったため、大きな利益を得られる事業領域だった。これを機に、インフォシスはそ
れまで以上に急速な成長を始めた。ムルティ氏は、米国に参入し、現地の企業向けに
サービスを提供することを望んでいた。

コストと品質が認められ、米国での顧客が増加したことで、インフォシス・テクノ
ロジーズは1999年3月にナスダックに上場。現在でも、収益の約3分の2は米国の法
人顧客へのサービス提供からもたらされている。

1980年代初期に、インフォシスは、新しいビジネスモデルをほかに先駆けて作り
出した。インドでソフトウエア開発を行い世界中の企業に届ける、という「グローバ
ル・デリバリー・モデル」だ。これにより世界中のあらゆる時間帯で費用対効果の高
いサービスを実現した。

このビジネスモデルは、過去20年間にわたってインドのソフトウエア部門を大いに
促進した。「2000年問題」によって大量のプログラミングの機会が発生した際は、
インフォシスにとって大きな追い風になった。多くの米国企業が、低賃金で教育レベ
ルの高い労働力を提供できるインドに、自社のソフトウエア開発およびバックオフィ
ス業務を移転し始めたためだ。

6年程で収益は約10倍に

インフォシスは、このチャンスをつかみ高品質のソリューション事業を開始。
1999年から2005年までの間にインフォシスの収益は約10倍になり、ITソリューシ
ョンの提供者として世界中で支持される存在になった。

同社が重視しているのは人材だ。優秀な人材を継続的に採用しており、世界規模の
人材のプールを持つ。インド全土のさまざまな経歴の人材を採用し、新卒採用や業界
からの中途採用を含めて優れた人材を集めている。インフォシスは、多くの場合イン
ドのビジネススクールや工科大学における「人気就職企業」だ。
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厳しい選抜過程を経て、すべての従業員は、バンガロールの本社から約80マイル離
れたマイソールにある4500人収容の特別訓練施設で、3カ月にわたる集中的訓練を受
ける。340エーカーのキャンパスに500人の講師と200の教室を備えたマイソールの
訓練センターは、世界最大の企業内大学と見なされている。

従業員のモチベーションを維持するための取り組みも熱心に行っている。主な拠点
は、大学のキャンパスのような施設になっている。インドのIT産業は離職率が高いた
め、インフォシスでは、やる気を持った成長志向の従業員を成長・定着させることに
集中的に取り組んでいる。そのため、離職率は低い。同時に、ソフトウエアの専門家
にとって夢の職場と見なされ、インドで最も信頼されるブランドにもなった。

平均年齢はわずか26歳

現在、インフォシスは国際事業のためにあらゆる国籍の人材を雇用している。イン
フォシスの従業員の平均年齢はわずか26歳で、これはマイクロソフトの36歳やグー
グルの30歳と比べても注目すべき若さだ。インフォシスでは世界中から64の異なっ
た国籍の従業員がおり、顧客に直接対応する従業員の34％は非インド人だ。

初期段階ではインフォシスは大きな課題に直面した。昼夜問わず困難にぶつかりな
がらも、自動車もなければ電話もなかった。ムルティ氏は多くのインタビューで、
「常に前進し続けるために必要なのはぜいたく品ではなく、革新的な新しいものを作
り出そうという情熱である」と述べている。30年が経った現在、ムルティ氏はイン
ドのITのサクセス・ストーリーの父親のような存在になった。

インフォシスは、インドのIT産業の拡大と歩調を合わせ、飛躍的に成長した。ムル
ティ氏によると、彼は、企業の成長を数字や収益によってではなく、企業が従業員や
社会にもたらした幸福で計るという。この独特な企業は、今後も継続的な成長・発展
をするポテンシャルを持っているといえるだろう。


